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	チャンネル数： 2（5 GSPS同時サンプル）
	入力レベル： 1 V peak-to-peak、DCカップル
	コネクタ： SMA-F 50Ω（前面パネル）
	AD変換器
	① 分解能： 14ビット
	② サンプリングレート： 5 GSPS max.、又は、それ以上。
	③ アナログバンド幅： DC – 2.5 GHz
	④ 信号・ノイズ比： 52 dB（1 GHz入力にて）
	⑤ ENOB: 8ビット以上 (1 GHz入力にて)

	(1) 内部クロック
	① 周波数： 10 MHz

	(2) AMC前面パネル入力1
	① コネクタ： SMA-F, ACインピーダンス50Ω
	② 周波数： 2.5 GHz (1チャンネルあたりのサンプリングクロックの1/2)

	(3) AMC前面パネル入力2
	① コネクタ： SMA-F, ACインピーダンス50Ω
	② 周波数： 10 MHz or 100 MHz
	③ 入力レベル： 0.5 – 3.3 V peak-to-peak

	(4) AMCバックプレーン
	① ポート： TCLK A, B
	② 周波数： 10 MHz
	クロック出力

	(1)    周波数： 10 MHz
	(2) 出力レベル： 1.2 V peak-to-peak (50Ω)
	(3) コネクタ： SMA-F
	デジタル入出力
	(1) トリガ、GPIO用
	① コネクタ： 前面パネルSMA-F (50Ω)
	② 入力と出力が選択できること
	③ 入力レベル： -0.5 – 3.3 V (min-max)
	④ 出力レベル： 2.2 V (50Ω)

	(2) Sync, GPIO用
	① コネクタ： 前面パネルSMA-F (50Ω)
	② 入力と出力が選択できること
	③ 入力レベル： -0.5 – 3.3 V (min-max)
	④ 出力レベル： 2.2 V (50Ω)
	トリガ

	(1) セルフトリガ
	(2) ソフトウェアトリガ
	(3) 前面パネル： 上記デジタル入力による
	データ記憶・データ通信
	(1)    内蔵メモリ容量： 4 GB
	(2) 通信: PCI Express
	① 規格： PCI Express Gen. 3 x 4
	② コネクタ： AMCバックプレーン
	③ ポート： 4 – 7
	状態監視・制御

	(1)    IPMIによる状態監視・制御ができること。
	(2) 前面パネルにLED表示をいくつか設けること。
	電源
	(1) AMCバックプレーンより供給
	(2) 電圧
	① マネジメント用： 3.3 V
	② 主電源用： 12 V

	(3) 消費電力： 60 W 以下
	構造
	(1)    寸法： MicroTCA.4 AMC Double-width Mid-size
	(2) 重量： 3 kg以下
	デバイスドライバ
	(1)    OS: Linux Ubuntu 16.04 LTS
	(2) CPU: x86-64
	試験用ソフトウェア
	(1)    員数検査： 各製品の員数を確認すること。
	(2) 外観検査： 有害なキズや変形などがないことを確認すること。
	(3) 寸法検査： 規格どおりの寸法となっていることを確認すること。
	(4) 電源投入試験： MicroTCA.4の電源供給シーケンスにしたがい、ボードに電源が供給できること。また、消費電力が適切かどうか確認すること。
	(5) 活線挿抜試験： MicroTCA.4の活線挿抜シーケンスにしたがい、ボードが活線挿抜できること。
	(6) モジュールマネジメント： MMCによる各種制御・監視ができること。
	(7) 機能試験
	① アナログ波形の取得ができること。
	② デジタル入出力が適切にできること。
	③ クロックの選択などの制御ができること。
	④ トリガの選択などの制御ができること。
	⑤ PCI Expressにてボードの制御やデータのやり取りができること。


